
楠原 豊・牧原勝志：総合講義「教育実践研究Ⅱ」の実践

－309－

１ はじめに

総合講義「教職実践研究Ⅱ」は，実践的教職科

目群の中の科目である。本学部における実践的教

職科目群の４年間の系統的な学びは下記の通りで

あり，本科目は「関わる」段階として位置付けら

れている。

「関わる」段階の２年次前期に開講する「教職

実践研究Ⅰ」は，授業における発問や板書など具

体的な指導方法について学び，指導案（略案）を

作成し，板書計画・発問計画とともに「模擬授

業」を実施するなど授業づくりの基礎を学ぶこと

を目的としている。

そして，２年次後期で「学級経営や生徒指導」

に関する本科目を実施する。

本稿は，開講後４年目を迎えた本科目のねらい

や講義内容，さらには，本科目を通した学生の変

容について報告したい。

２ 「教職実践研究Ⅱ」の概要

本科目は，教職実践研究Ⅰ（２年次前期）と教

育実地研究Ⅰ（３年次）の間に位置付く科目であ

る。「教職基礎研究（１年次）」では，多くの学生

が学校，教師に関する多様な視点や課題意識をも

つようになる。中でも，「授業の進め方」や「子

どもへの接し方」，「学校，学級の環境づくり」な

どはよくあげられるテーマである。この学習指

導，児童生徒理解，人間関係づくり及び学校・学

級経営といった内容は教員養成における中核的な

部分であり，学校現場の現職教員にとっても学び

続けなければならない重要なテーマである。本科

目は，１年次の課題意識の持続・発展と３年次の

教育実習への関連等を重視し，「学級経営，生徒

指導」を中心とした内容で構成している。

(1) 本科目のねらい

１年次の教職基礎研究並びに２年次前期の教職

実践研究Ⅰを踏まえ，本科目の学修目標を以下の

通り設定した。

(2) 学級経営に関する基本的知識・技能，態度

本科目では，学級経営に関する基本的な知識及
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１ 学級経営に関する講義・演習，学校体験及

び学級経営案作成演習を通して，学級経営の

基本的な考え方や学級担任の役割などを理解

することができる。

２ 学校体験やグループ活動等においてすすん

でコミュニケーションを図るとともに，課題

追究へ協働的に取り組むことができる。

３ 少人数の学級や複式学級における学習指

導・ICTを活用した遠隔共同学習の取組につ

いて学び，離島・へき地教育に関心をもつこ

とができる。

コンセプト 科 目 名 等

ふれあう

（１年次）

・教職基礎研究

（学校現場の観察）

関わる

（２年次）

・教職実践研究Ⅰ

（学習指導等）

・教職実践研究Ⅱ

（学級経営・生徒指導等）

・参加観察実習

試してみる

（３年次）

・事前指導

・教育実地研究Ⅰ（教育実習）

・事後指導

振り返る

（４年次）

・教育実地研究Ⅱ（教育実習）

・教職応用研究（教職実践演習）

（教師としての自己課題追究）
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び技能，態度等を以下のように捉え，「実践的指

導力の基礎」とすることにした。

ウは本県の地理的特性に伴う離島・へき地教育

振興への関心を高める点から加えたものである。

(3) 本講義で目指す資質能力

これまでの考え方に基づき，本科目で目指す資

質能力を下記のように構成した。

(4) 実施にあたって

○ 授業 講義，演習，学校体験

学校体験は日置市内の小規模小学校８校，中

学校１校で終日実施（観察，交流，講話等）。

○ 指導者 教育学部附属教育実践総合センター

教員（県教委招聘教員４，大学教員協力者１）

○ 受講生 主に２年生（３，４年生も受講可）

(5) 指導計画

○ 各ステップの内容等

○ 各回の内容等

ア 学級経営に関する基本的な知識及び技能

○ 学級経営の意義・機能，主な内容

○ 学校・学年経営と学級経営の関連

○ 学習指導，生徒指導，保健安全指導及び心

の教育等と学級経営の関連

○ 学級経営の観察の観点設定

○ 学級経営案の内容構成，作成方法等

イ 教員としての態度形成

○ 学級経営に伴う職責感，使命感

○ 学校体験時の教員としての言動，接遇等

○ グループ課題の追究過程における協働性

ウ 離島・へき地教育振興への関心

○ 小規模，複式学級における学級経営の工夫

○ 離島・へき地の学校におけるＩＣＴを活用

した授業改善及び遠隔共同学習の取組

ア 学級経営に関する講義，演習及び学校体験等

で得られた知見を基に，小・中学校の学級担任

の立場で「学級経営案」を作成し，趣旨説明及

び質疑応答等を的確に行うことができる。

イ 少人数，複式学級での学習指導や，情報技術

を活用した遠隔教育システム等の取組事例につ

いて学び，理解を深めることができる。

ウ 学校体験や演習等において，教師としての立

場を自覚して行動するとともに，協働性を発揮

し学び合うことができる。

三段階 内 容

ステップ１

（１回～４回）
学級経営の基本的理解

ステップ２

（５回～10回）

学校現場での体験観察，振り返

り活動－発表・討論

ステップ３

（11回～15回）
学級経営案作成－発表

回 講義・演習等の主な内容

１

オリエンテーション（目標・授業計画・評価）

自己診断①

学級経営の基本的な考え方【講義】

（学級経営の機能・視点，学級経営案の概

要，学校経営案との関係，学級設営，学級

事務，児童生徒理の観点 等）

２

学習指導と学級経営【講義】

（学級づくりと学習指導，学習指導における

学級経営上の配慮事項，学級経営案の中の

学習指導の具体策）

複式学級における学習指導【演習】

（複式教育と学級経営，授業VTR視聴）

３

心の教育・保健安全指導と学級経営【講義】

（生きる力と心の教育，心の教育のキーワー

ド・推進計画と具体策，保健安全指導のポ

イント，健康安全教育の具体策）

４

生徒指導と学級経営【講義】

（生徒指導の観点からみた学級経営，ソー

シャルスキルトレーニング（演習），自己

指導能力を育成する学級経営，学級経営の

柱の構想）

５

学校体験に向けた準備【グループ活動】

（体験日程の確認，観察の観点，具体的対応

が必要な場面の想定と検討）

６

７

学校体験（１日）【フィールドワーク】

学級経営の観察，校長講話，担任との懇談，

児童生徒との交流

（学級経営を中心とした教育活動の観察，実

地体験，講話等－「ワークシート」記録）
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３ 「教職実践研究Ⅱ」の実践

本科目の学修目標や指導計画に基づいた平成22

年度の取組について以下に述べていきたい。

(1) ステップ１

オリエンテーションと自己診断を行った後，学

級経営の基礎的理解について４回の講義を行った。

下記が学生の事前の自己診断の結果（一部抜

粋）である。（診断は４段階評価）

他の項目と比較し，上記の「学級経営の理解」

や「指導方針，説明責任」の度数平均が低いこと

がわかる。（詳細は添付資料参照）

なお，講義実施前の学生のアンケートによる

「学級経営とはどのようなことか？」の記述内容

は以下の通りであった。学級経営について表面的

で漠然とした捉え方の記述が多い。

○ 第１回の講義は，学級経営の基本的な考え方

（学級経営の機能及び視点，学級経営の展開

（年間），教室環境づくり，学級事務，保護者

との連携など），学級経営に関する全体像を把

握させる講義を行った。

○ 第２回の講義は，学習指導を進める上での学

級経営上の配慮事項，学級経営案でよく取り上

げられる具体策の例，複式学級における指導方

法の工夫などを中心とした講義を行った。

○ 第３回の講義は，生きる力の育成からみた心

の教育・保健安全，学級の支持的風土の形成，

危機管理能力の育成などを中心に講義を行った。

○ 第４回の講義は， ＳＳＴ（ソーシャルスキ

ルトレーニング）演習，生徒指導の事例をもと

にした演習，生徒指導の機能を生かした学級経

営の在り方などを中心とした講義を行った。Ｓ

ＳＴの演習では学生た

ちが互いに体験し合

い，好ましい人間関係

の構築に必要な態度，

接し方等を学ぶことが

できた。

以上のステップ１終了時に学級経営について事

前と同じアンケートを実施した。

「学級経営とはどのようなことか？」

８

９

学校体験の省察，発表資料作成

【グループ活動】

（記録整理，構造化，考察，発表資料作成）

10

学校体験の成果発表及びグループ討議

【討議】

（成果発表，討議，講話）

11

離島・へき地における情報教育の活用【講義】

（情報教育技術を活用した教育方法－遠隔教

育システム，デジタルコンテンツの活用）

12

13

学級経営案作成【演習】

（学校・学年経営案の解釈，経営案作成）

14

学級ＰＴＡにおける学級経営案の発表

【演習】

（学級経営案発表，討議，指導助言）

15 本講義のまとめ，自己診断②

項 目 度数平均

２③ア 学級経営の理解 1.5

２③イ 学級経営の指導方針 1.75

２③ウ 集団活動の指導 2

２③エ 学級経営に関わる説明責任 1.75

・ 児童の心や成長につながる。

・ 勉強や友だちとのかかわりを通して成長し

ていくこと。

・ 学習指導や生活指導を通して学級のあり方

を考え，実践すること。

・ 児童の自己指導力をはぐくむためには自己

決定の場や自己存在感を与えること，人間的

触れ合いを基盤とする事が大切だと分かった｡

・ はじめは学級経営と聞いてただ漠然とクラ

スを運営するイメージしかなかったが，教室

内の雰囲気，支持的風土，自己指導力など本

当にたくさんの要素をもっていることがわ

かった。

・ 学級経営において一人一人の子どもとの関

わりが大切だということが分かった。一人一

人とのかかわりが積み重なって一つの学級が

・ 児童生徒をまとめること。

・ 子どもたち一人一人のもつ良さを伸ばすこ

と。
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オリエンテーション時の内容と比較し，「自己

存在感」や「支持的風土」など学級経営に必要な

基礎的な要素や内容が表出している。学級経営に

ついての認識を深めていることがうかがえる。

(2) ステップ２

ア 学校体験における観察の観点設定

学級経営の観察の観点を設定する演習を１時間

行った。以下の表に学生たちが設定した観点をま

とめた。

学生たちは，教師や児童の様子を学級経営の視

点から観察し，自分のもつ知識と関係付けながら

学びを深めようとしていることがわかる。

イ 学校体験

学校体験は各学校の教育活動に即して行われ

る。下記は住吉小学校の例である。

以下に，一人の学生の記録を基に観察内容を紹

介する。この学生は，「①学級経営案②教師の子

ども達へのかかわり方③複式学級の授業」につい

ての３点を大きな観点に設定して観察している。

成り立つのだと思う。

具体的な観点

【学級経営について】

・ 学校経営・学級経営の目標と重点

・ 基本的な生活習慣や学習習慣の育成

・ 特別な支援が必要な児童への配慮

・ 複式学級の指導と工夫

・ 保護者や地域との連携

【授業について】

・ 担任の話を聞く子どもの態度

・ 授業での注目のさせ方

・ 子どもの発表（ルール，発表話形）

・ 複式授業におけるガイド学習の様子

・ 学習時の雰囲気づくり（誤答の生かし方・発

表を聞き合う態度）

・ 子どもの発表後の教師の対応

【休み時間等について】

・ 子ども達の友人関係と教師の関わり方

・ 子ども達の異学年との関わり

・ けんかなどトラブルが起きたときの対応

・ 給食や作業の指導と留意事項

・ 健康や安全面の指導

【学級設営】

・ 学級内の設営物の観察と工夫

（学級目標・個人目標，係活動，学級だより等）

・ 子どもの発達段階による違い

【校庭の様子】

・ 遊具の種類・活用状況

・ 校庭の植樹や学級園等の植物名札

時間 教育活動

9：20 学校到着・挨拶

10：00～10：45

「校長講話」

・学校経営と特色ある教育活

動，地域の特性，教育観など

10：45～10：55 教職員への挨拶（自己紹介）

10：55～11：40
３校時「授業の観察１」

１～４年（各教科）

11：50～12：35
４校時「授業の観察２」

５・６年（家庭科）

12：35～13：15 給食指導（指導補助）

13：15～14：00 休憩時間（児童との交流）

15：00～14：15 清掃指導（指導補助）

14：20～15：05
５校時「授業の観察３」

３，４年（算数科：研究授業）

15：05～15：15 帰りの会参観

15：15～16：00

６校時「教頭講話」

・学級経営，学級経営案について

・記録整理

16：00～16：15 休息時間

16：15～16：45
担任等との懇談（質疑含む）

学校職員へのお礼，退庁

【学校体験活動の一場面】

項 目 主な内容

①学級経

営案につ

いて

○ 学級経営案の説明を聞く。

○ 学級目標（児童向け）

「笑顔であいさつ 何事にもあきらめ

ずにチャレンジ どんな時でも助け合

う３・４年学級」
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上記の記録では，配属学級の学級経営や子ども

との関わり方，複式の授業が観察の視点となって

いる。学生は，教師の声かけや児童同士のやりと

り，授業の工夫など，日常的な場面をよく見てお

り，そのことを自分の知り得る学級経営の知識や

理解に関連付ようとしている。このような事実の

把握や理解は学校体験でなければできないと考え

られる。

ウ 発表討論会

学校体験後にそれぞれの観察の観点に即して学

校体験を省察させ，学んだことを発表し合う時間

を設定した。学生達は，観察した学級経営のポイ

ントを自分のことばで発表し，それをもとに討論

をさせた。「学校の目標や目指すものを十分理解

し・・・」や「児童は地域や保護者などたくさん

の人と関わっていく・・」など，学級経営を学校

経営目標との関連で考えたり，地域や保護者を視

点に入れたりするなど，幅広い視点で学級経営を

捉えることができるようになっている。また，討

論会では，学校目標と学級目標がつながっている

ことやそれぞれの学校の特色（小規模・地域の特

性）を踏まえた学校目標ができていることに気付

いたなどの意見が出された。

さらに引き続いて，「学級経営とは何をどうす

ることか分かってきたことや，考えが変わってき

たことについて述べよ」という内容を記述させ

た。

その主な内容は次の通りである。

エ 学校体験の自己評価について

学校体験の取組についての自己評価のコメント

は以下の通りであった。

○ 学級経営目標は学校教育目標をも

とに学級の実態に応じたものになっ

ている。

○ 学級目標を達成するための具体策

が分かりやすく示されている。

（例）家庭学習は１日40分（３年），50

分（４年）机に向かう。

○ 授業の約束

名前を呼ばれたら「はい」の返事。

発表するときは理由もつける。

○ 保護者との連携が大事である。

○ 週報を作成している。

②教師の

子ども達

へのかか

わり方に

ついて

○ 子ども達は一人一人年齢や学年に

関係なく（兄弟でも）「○○さん」

と呼び合っていた。一人一人を尊重

していると感じた。

○ 一人一人を見つめやすく関わりや

すいことが小規模校の良さだと思

う。

③複式学

級の授業

について

○ 複式学級の授業はとても洗練され

ていた。５，６年の授業はガイド役

の児童がその役割をしっかり果たし

ていた。

○ 教師はあまり口を出さず，ガイド

が中心に進めていたことから低学年

からの積み重ねが子どもを自立させ

ていると思った。

・ 児童のよさを伸ばし，学校の全児童が成長

しやすくしていくことが学級経営だと考える

ようになった。それは児童は地域や保護者な

どたくさんの人と関わっていくからです。掲

示物等環境面も整える必要があると思いまし

た。

・ 学級経営とは，担任がどうしたいかという

方針だけでなく学校全体の目標や校訓なども

踏まえてクラス運営を行うことだと思う。た

だ，何となく行っているのではなく，明確な

意図や思いが必ずあるということがこの学校

体験で分かった。

・ 学級経営とは，学校全体としても目指す教

師像及び目指す生徒を育てるために必要なも

のを学級単位で担任が考えていくことだと思

う。

・ 学校の目標，目指すものを十分理解した上

でその学級の子どもたちに合った目標を立て

て学級を運営していくこと。学級経営をする

上で大切なことは教師が一人一人のよさを見

つけ，互いに補いあって一つの学級を作るこ

とである。教師はその中心となるクラスのま

とめ役である。

・ 目標としていた，学級環境や小規模校での

授業の良い点等の理解はできた。しかし，学

校教育目標を達成するために様々な場面で教

師がどのようにはたらきかけているのかもっ
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事前に観察の視点を準備し，学校体験を実施し

たが，もっと観察の視点を絞る必要があったとの

コメントが見られた。このことから，さらに具体

的な観察場面を想定し，重点事項を絞り込ませる

など事前の授業における指導の改善が必要である

と考える。

(3) ステップ３

○ 第11回は，「少人数の学級や複式学級におけ

る学習指導・ICTを活用した遠隔共同学習の取

組について学び，離島・へき地教育に関心をも

つことができる。」ことを目標に「離島・へき

地の学校におけるICTの活用法」，「デジタルコ

ンテンツを使った指導の事例」，「遠隔協同学習

の事例」について学んだ。学生は，学習指導に

おけるデジタルコンテ

ンツの有効性や，複式

学級における指導の工

夫，遠隔協同学習など

有効性や活用への意欲

の高さが感じられた。

○ 第12～14回は，学級経営案作成演習を行っ

た。まず，架空の「青空小学校」の学校・学年

経営案と１～６年生までの学級の実態を記述し

た資料を配布・説明し，それらの中から学生が

担当学級を選定して学級経営案を作成するとい

う順序で講義を進めた。学生達は，基本的に学

校体験の配置学級を想定し学年を決定してい

た。この学習経営案の作成や発表，討議に３時

間を充てた。と観察したかった。

・ これまで見てきた大規模校と比較して観察

することができた。教師と子どものかかわり

については深く観察することができなかった

ので，もっと視点を絞って観察できたらよ

かった。

・ この体験活動で知り得たことはとても大き

かった。また機会があればもっと観点を絞っ

て観察したい。

・ 給食の時間等を通して交流を深めることが

できた。昼休み時間に全学年の子ども達と交

流するため校庭で遊びを通して触れあいまし

た。もっと自分から積極的に声かけできたら

よかったと思いました。

【青空小学校（架空）の学校・学年経営案抜粋】
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○ 第15回は「学級経営案発表会」を行った。昨

年度より改善した内容は発表場面を最初の学級

ＰＴＡの場面と設定したことである。具体的に

は，４月の第１回学級ＰＴＡ（保護者会）で保

護者に自分の学級経営案を説明するという想定

で行った。学生は作成した学級経営案を説明す

るために，分かりやすい説明の仕方や話し方を

それぞれ工夫していた。残りの学生は保護者役

となり，質疑をさせることで，それぞれの学級

経営に関する内容を深めることができた。

以下の学級経営案は，ある学生が作成したもの

である。この学生は４学年を選択した。学校教育

目標をもとに学級の実態から学級経営目標を設定

している。また，自分の学級に対する思いを自分

の言葉で学級経営方針や重点項目に設定してい

る。この学級の実態としては「楽しい学級活動を

送るための話し合い活動や学級集団など計画し実

践できる。仲間意識が強くなり運動会などに向け

て協力し学級対抗意識に燃える。持ち物隠し，心

ない言葉，いたずら書きなど人の気持ちを考えな

い言動が見られる」と設定していた。

これを受けて，この学生は学級目標を「心キラ

キラ！やさしさあふれる４の１」と設定し，学級

経営の具体策の一つとして，「相手の気持ちを考

え，やさしい言葉がけができる子どもを育て

る。」と設定した。人間関係づくりを重視し，運

動会等の学校行事，人権同和教育に基づく集団活

動等を通して，役割意識や相互の協力の大切さを

理解させようとしている。また，保健安全指導で

は体力カードを用いた目標設定，学級縄跳び記録

への挑戦，早寝早起き朝ご飯の徹底など，基礎的

な要素として把握できていることが分かる。

例であげた学生以外の学級経営案も，基本的な

知識等や学校体験から学んだことを生かしたもの

となっていた。ただ，子どもの実態の捉え方や具

体策にいたる内容の整合性を考えると，まだ十分

ではないもあった。しかし，ほとんどの学生の学

級経営案に共通していることは，学校経営・学年

経営とのつながりを考慮していること，学級担任

という当事者意識が感じられること，そして，学

級を預かる担任として，学級の実態に応じて問題

をどう解決するかというイメージを持ちながら具

体策を考えていることなどがあげられる。本科目

での学級経営案作成という演習を通して学級経営

に関する基本的知識・技能，態度について学ぶこ

とができたと考える。
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４ 事前･事後の変容（自己診断から）

本科目では「教師としての資質能力に関する自

己診断（実践研究Ⅱ）」（添付資料）により，オリ

エンテーション時（事前）と講義まとめ後（事

後）の２回にわたり自己診断の変容を調査し，そ

の結果をまとめた。（添付資料）

(1) 自己診断項目の度数の変容について

自己診断項目は「１職務遂行，資質能力の向

上」，「２児童生徒理解，学級経営」，「３教科等の

指導力」，「４職責感，教育的愛情」の４つに区分

されており，各々４段階評価で自己診断するよう

になっている。４区分中で，度数平均が最も増加

したものは「３教科等の指導力」の0.96ポイント

で，次が「２児童生徒理解，学級経営」の0.95ポ

イントであった。学校体験や学級経営案を作成す

る段階で，教科等の指導や少人数複式指導などの

学びが深まったものと考える。

また，具体的項目は29項目あり，その中で事

前，事後の度数平均が１ポイント以上増加した項

目が10項目あり，その中でも２ポイント上昇した

項目が２項目あった。最も変容が大きかった項目

は「２③ア学級経営の理解」で2.5ポイント，次

は「２③イ指導方針」の２ポイントであった。本

科目の中心的な内容項目であり学級経営案作成に

関わる授業や討議や発表を通して学級経営の基礎

的な学びが深まったものと考える。

次に変容の大きかった項目は「２③ウ集団活動

の指導」と「３②イ機器使用」の1.5ポイントで

あった。学級経営の素地として必要な集団活動の

意義や学校体験，学生の発表場面での教育機器の

活用等がその理由と考えられる。

「２③エ説明責任」が1.3ポイントの変容があ

った。今日的な課題から開かれた学校づくりのた

めには学校や学級の状況を保護者や地域に説明す

る必要があることに気付くことができたと考える。

「３②ウ少人数・複式学習指導」が1.3ポイン

トの変容があった。日置市との連携で日置市内の

複式学級のある学校を中心に学校体験すること

で，複式学習指導（わたりやずらしなど）を直接

観察することができたことがその理由と考えられ

る。

「３③ウ個への対応」が1.3ポイントの変容が

あった。学習指導の基本は児童一人一人への対応

であり，上述した複式学習指導を学べた意義は大

きい。

その他，「２②ア：コミュニケーション能力」

が0.8ポイント，「２②イ信頼関係」が0.5ポイン

ト変容している。平成21年度の結果では，それほ

ど変容が見られなかった項目であるが，随時グ

ループ活動や意見交換会，諸発表会を通してある

程度の変容が見られた。

また，変容が見られなかった項目もある。「１

ア課題把握」や「１イ修正」，「４①ア専門職の自

覚」は事前，事後でその差がなかった。事前の自

己診断で既に高い数値が見られたことも原因の一

つと思われるが，同じ評価でも質的変容があった

ことが予想される。
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(2) 「学級経営」に関する記述の変容について

最終講義を終えて，学生に「学級経営とは何を

どうすることか」との設問を課した。以下はその

記述内容の一部である。

各ステップの段階で「学級経営とは何か説明せ

よ」という共通の設問を課した。講義の中では学

級経営の定義について，「学校教育目標の達成の

ために，学習指導や生徒指導等を総合化し，学級

内の人間関係を促すほか，学級の環境整備を行う

などの計画的・継続的な教育活動」と説明してい

る。ここでは学生に自分の理解を文章化させるこ

とにより変容を把握することをねらいとした。

これまで，学級経営について漠然と捉えていた

学生が，「学級」のあり方に着目し，学級経営の

目標達成に向けて，学習指導や生徒指導等を「総

合化」して捉えようとしていることは，学級経営

の基本的な知識及び技能，態度等の要素の中でも

極めて重要な部分であると考える。

５ 成果及び課題

今回の実践を通した成果並びに課題は下記の通

りである。

［成果］

○ 学校体験活動を通して，学級経営が学校経営

と関連していることや，小規模校の学級経営と

学習指導の関連について学ぶことができた。

○ 学級経営に関する基本的な知識及び技能，態

度等を基に３ステップの指導過程により実践す

ることで，学級経営に関する基本的理解及び認

識の深化について自己評価に見られる成果を得

ることができた。

○ 作成した学級経営案を模擬学級ＰＴＡで保護

者の前で説明するという場を設定することでよ

り実践的な学びとなった。

［課題］

○ 学級経営を様々な観点から学び，学生の視野

は広がったと考えるが，より実践的な場での活

用について検討したい。

○ 実践的教職科目群及び他教職科目の内容的関

連を精査し，本科目の位置付け及び指導内容を

検討したい。

６ おわりに

学級担任の職務は，教育実地研究（教育実習）

など教員養成段階で十分経験できるものではな

く，その役割等は実際の学校現場で経験を積みな

がら学んでいくべきことが多々ある。しかし，一

方では初任者教員にも，年度初めから学級の子ど

もたちとの円滑な人間関係を築いたり，学級集団

づくりを営んだりする学級経営力が，これまで以

上に期待されるようになってきていることも事実

である。今後も，教員養成の段階で，学級経営に

関する資質能力形成に資するカリキュラムをどの

ように構築することができるのかについて他科目

との関連など検討していきたい。

［参考文献］
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・ 学級経営とは，学校目標や学年目標を達成

することを視野に入れて，具体的に子どもに

めざす力を身に付けさせることである。

・ 自分の思いをしっかりもち，子どもを守り

育てていくために学校・家庭・地域と協力し

てクラスを作ること。

・ 生徒指導や学習指導など学級に関すること

を全て行うこと。
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（添付資料）
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Ｈ22年度「教職実践研究Ⅱ」自己診断結果の集計

観点
１　職務遂行，資

質能力の向上
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